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 要 旨   
アルコール摂取は乳癌のいくつかの修正可能な危険因子の 1 つである。いくつかの研

究が現在と生涯の平均アルコール摂取の影響を検討した結果、現在のアルコール摂取が乳

癌リスクの強い中間マーカーであるマンモグラフィー濃度と関連していた。著者はニュー

ヨーク出生コホートからの 262 人の参加者（1959–1963 生まれ）にインタビューをし、163
人から（参加者のうち 71.5%）マンモグラフィーを得た。種類ごとの 10 年毎のアルコール

摂取についての情報を集めた。現在と生涯の平均アルコール摂取とデジタル画像からの定

量的測定から得られるマンモグラフィー濃度との関連を評価するために多変量線形回帰モ

デルを使用した。全体として、現在のアルコール摂取は生涯の平均アルコール摂取より強

くマンモグラフィー濃度と関連していた。非飲酒者と比べると、毎週 7 日以上の現在飲酒

者は平均 12. 3％（95％CI: 4.3、20.4) の高濃度をもつ。それは生涯の平均アルコール摂取、

年齢、ＢＭＩを調整している。赤ワインの摂取とマンモグラフィー濃度とは一貫した負の

関連を認め、それはマンモグラフィー濃度と全体的アルコール摂取の正の関連が他の種類

のアルコール飲料によるものであることを示唆した。この結果は現在のアルコール摂取と

増加したマンモグラフィー濃度との関連が生涯の平均アルコール摂取と独立したものであ

ることを支持した。以上より、本研究は現在のアルコール消費の減量が、特にビールと白

ワインでは、それまでの飲酒に関わらず、マンモグラフィー濃度を下げる効果があること

を示唆する。 

 




